
[image: image1.wmf] 


事務総長声明
ウィリアム・F.　ベンドレイ博士
イスラエル－パレスチナ即時停戦の呼びかけ
 2009年１月５日
ガザ地区における罪なき人々への攻撃、ロケット弾によるイスラエル市民への攻撃はやめられなければなりません。  

武力紛争という道が平和をもたらすとの考えは大きな誤りであり、それによって平和が訪れることはありません。暴力はさらなる暴力をよび、人々の苦しみを増長し、正義ある平和を築くための努力を踏みにじります。   

パレスチナ、イスラエル双方の人々の権利が尊重され、持続的な対話による苦汁の、しかし気高い妥協と、そして聖地－Holy Land－を共通の家とするユダヤ教徒、キリスト教徒、イスラム教徒の道徳的信条に訴えることによってのみ中東和平は実現します。  

倫理的責任を感じるイスラエル、パレスチナの人々は「自己防衛権」が罪なき市民の殺戮や、集団刑罰の口実として使われてはならないことを知っています。  

 

ガザ地区では、数日にわたり、子どもを含む多数の罪のない市民が 犠牲になっています。ガザ地区は武力行使により分断され、市民が戦火の中に逃げ場を失っています。全ての市民が攻撃下にあるのです。既に薬品、食糧、燃油の不足が深刻化し、ガザ地区の住民は甚大な人道的危機に直面しています。  

イスラエルでは、罪のない市民がロケット弾による攻撃により死の恐怖にさらされています。   

多数の罪なきパレスチナ人の苦しみも、罪なきイスラエル人を標的にした攻撃や自爆テロも正当化できるものではありません。これらの行為は倫理的に誤っており、暴力の悪循環を増幅させ、平和への道を妨げるものです。       

イスラエル、パレスチナの指導者は即時停戦を発動すべきです。そして、ガザ地区のパレスチナ市民に対し、必要な食料や人道援助物資が提供されなければなりません。同時に、原則に基づいた第3者の援助を以って、イスラエル、パレスチナ間の和平協議がはじめられるべきです。      

最後に、ユダヤ教徒、キリスト教徒、イスラム教徒が信仰を持つ善意の人々と共に、平和の構築へ向けた取り組みに参加すべきです。レリジョンズ・フォー・ピースは、真の安全保障は「共有された安全保障」であり、他者の平和は自分自身の平和であると信じています。全ての人々に正義ある平和が訪れないかぎり、中東における平和はあり得ないのです。  

レリジョンズ・フォー・ピースは 1970年より平和に向けた共通の行動を促進する最大かつ、最も代表された諸宗教連盟。本部はニューヨークに所在し、国連協議資格を有するレリジョンズ・フォー・ピースは六大陸にまたがり、70以上ある提携の諸宗教委員会をとおして活動している。 
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